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　　マ ッ シ ュ ル ー ム （Agaricus　bisPorZtS） 中の

phenylhydrazine及 び aniline 誘導体の 定量 と

　　　　　調理 条件下 に お け る挙動に っ い て
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　The　 part三cu 艮ar 　 cempounds ，　 r−L−glutamy1 ・4．hydroxymethylphenylhydrazine（Agaritine） and

7・L−glutamyl一生 hydroxyanilin¢ （GHA ）in　the　mush 　room （Agarictts　bisperetts）were 　colorimetrically

detem 血 ed ．

　The 　contents 　of 　Agaritine　and 　GHA 　are 　estimated 　to　be　l．64 μmol （0．438　mg ＞tg、£ w ．　and 　3．16

μmol （0．752　mg ）1g．£ w ．
，　respectively ．

　The　behaviQur　of 　both　the 　compounds 三n 　the 　fruiting　bOdies　wcre 三nvestigated 　under 　the　cook −

ing　conditions （boiling）．

　 About　60−70％ of 　Agaritine狐 d　GHA 　were 　extracted 　w 三th　water 　or　l％ NaGI 　solution 　at 　90℃

for　10　min
，
　but　about 　20％ of 　these　compounds 　still　remained 　unchanged 　in　the 　fruiting　bodies

after　30　min −boiling．　 GHA 　was 　more 　extractab 正e　than 　Agaritine　wi 山 1．0％ NaGI 　so 】ution 　but

GHA 　in　the　saline 　was 　rather 　1　abi 】e　to 　be　decomposed 　by　oxidation ．

　Agaritine　and 　GHA 　could 　be　detected　in　the　soup 　of 　the 　3　years −stored 　canned 　mushroom
，　but

not 量n 　tbe 　fruiting　bod1cs．　 It　was 　assumed 　that　the 　degradation　mjght 　be　inhibited　with 　the 　re −

ducing　agents 　used 　for　the 　prevention　from　enzymatic 　coloring ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Dec  ber　9， 1992）

Ke ）
rwords ：　mushroom マ ッ シ a ル ーム ，　 NLr−L−glutamyl−4−hydroxymethylphenylhydrazine （Aga ．

ritine ）N一γ一L一グル タ ミ ル
・4一ヒ ドロ キ シ メ チ ル フ s ニ

ール ヒ ド ラ ジ ソ
，
　 N −7−L−glutamyl−4−hydroxy・

aniline （GHA ）　IV−r・L一グル タ ミル ー4・ヒ ドロ キ シ ア ニ リン ．

　1． 緒　　言

　広 く食用 に 供され て い る栽培キ ノ コ
，

マ
ッ シ ェ ル

ーム

（つ くりた け ，
AgariCUS　blsPerUS） の 子実体 に は ， タ ソ パ

ク質構成ア ミ ノ 酸以外に ，キ ノ コ 類 に 特徴的な非 タ ン パ

ク構成 ア ミ ノ 酸類を は じめ と して ， 数多 くの ニ ン ヒ ド リ

ン 陽性化合物が 存在す る 1）−3）．特 に マ
ッ

シ ュ ル ーム の 属

す る Agaricus属の キ ノ コ 類 に は ， 特徴的な芳香 族 化 合

物で あ る 4・hydroxymethylphenylhydrazine 及 び 4・hy −

droxyaniline が ， γ
・L・glutamy1誘導体 （Fig．1）として

蓄積す る こ とが知 られて い る．Agaritineの 名 で 知 られ

る r・L・glutamyl・4・hydroxymethylphenylhydrazine ［1］

は ， 天然の ヒ ド ラ ジ ン 誘導体 と して ， 興味 ある化合物の

一
っ で あ る．Toth ら

4⊃5⊃
に よ る と Agaritine よ り遊離す

る 4−hydroxymethylphenylhydrazineの N ’−acetyl 誘

導体 の マ ウ ス に よ る経 口 投与実験 に お い て 腫癆 の 発生を

認め た との 報告もあ る．橋田 ら
6）
は マ ウ ス を 用 い て Aga −

ritine の 発癌性を検討して い る が，マ
ッ

シ a ル ーム の エ

タ ノ
ール 抽出濃縮物を直接用 い た として い る こ とか ら，

分解 しやすい Agaritine そ の もの の 影響 に つ い て は 明 ら

か で な い ．日常摂取す る量 で の Agaritine そ の もの の 経
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［1 ］
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　 　 　 「
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 ：
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　　　　　　　　　と一 ・… ○ ・H

Fig．1．　Structure　 of ハ1一γ＿L−glutamyl・4凾hydroxymethyl −

　　　　phenylhydrazine　（Agaritine）　（1）　and 　ハ「・
γ
＿L．

　　　　91utamyl−4−hydroxyaniline（GHA ）（皿）

口 摂取 に よ る生体 へ の 影響は 確認 され て い ない ．著者 ら

は 食品化学的見地か ら，天然 の aniline 誘導体 で あ る γ
一

L−glutamy1 ．− hydroxyaniline ［ll］ （GHA ）が，マ
ッ シ

ュ ル ーム に お ける 酵素的褐変の 主要な基質 とな っ て い る

こ とを立証す る と共に
3）

， キ ノ コ 類が与え る独特 の 風味

との 関連を明 らか に する目的で ，
マ

ッ シ ュ ル
ーム 中 の 特

殊 な結合型 ア ミ ノ 酸類の 子 実体形成期に お け る蓄積の 過
「

程 に つ き詳細な研究 を 行 っ て きtc7）−9，．しか しな が ら ，

こ れ ら子 実体中 に 存在す る遊離 ア ミ ノ 酸類が調理 ・加工

時に ど の よ うな 挙動 を と る か に つ い て は ほ と ん ど明 らか

に され て い ない ．本研究 に お い て は ， 調理科学的見地か

ら，マ
ッ

シ ＝ル ーム 中の 特殊な芳香族化合物 に 注目し ，

加熱調理 条件下 で の 挙動を 明 らか に す る こ とを 目的と し

て 実験を行 っ た ．特に 本研究に お い て は 上記化合物の 定

量法 そ の もの を検討 し，従来．定 量法と して ア ミ ノ 酸分

析計
3〕

に 頼 っ て い た定量 に 代わる Agaritine 及 び GHA

に 選択的で あ り，か つ 簡便な比色定量法を確立 し た ，こ

の 測定法を 用 い て，マ
ッ

シ ュ ル
ーム 子実体 中 の Agari −

tine 及び GHA の 加熱調理時に お け る溶出挙動を検討

した．

　2． 実験方法

　（1）実験材料

　本実験 に は マ
ッ シ ュル

ー
ム （AgariCUS　bisPer”S）の ホ ワ

イ ト種を用い た ．試料と し た 子実体 は ，
Hammond ら

10）

の 定義に よ る stage 　 2 に 相当す る もの で ， 食用 とし て市

販 され ， ま た缶詰加工 用 と して 使用 され て い る傘の 直径

約 2〜3cm の 子実体 （新鮮重量 3〜5　g ）で あ り， 栽培

農家 の 菌床 よ り直接採取した もの を使用 した。

38

　 （2）実験方法

　 1） 試薬

　 Agaritine ： マ
ッ シ ュル ーム よ り Kelly ら

11）
の 方法 に

よ り抽出 ， 単離 した 結晶標品
3 ）

を 標準試料 と した．

　 4−aminophenol ： Sigma 社 よ り購 入 し た も の を，水／

エ タ ノ ール よ り再結晶を繰 り返 し ， 純化して使用 した．

　 2） 試料 の 調製

　 マ
ッ シ ＝ル ーム は ，子実体の 個体差を考慮し て ，ス ラ

イ ス （菌糸に 平行 に 2mm 幅 の 薄切 り） と し て縮分 し，

試料 の 均質化を は か っ た ，

　 3）　窒素 の 測定

　全窒素の 測定は Kjeldahl法 12，
に 従 っ た，

　 4） 遊離 ア ミ ノ 酸 の 分析

　 遊離 ア ミ ノ 酸類 の 分析 は ， 前報
3｝

に 従い ，
エ タ ノ ール

抽 出液 よ り調製 し た ア ミ ノ 酸画 分 を ，ア ミ ノ 酸自動分析

計 に よ り， 生体成分分析法 に準 じ て 分析 ・定量 した．

　5）　Agaritine の 比 色定 量

　 Agaritine の 定量 は Agarit量nc よ り酸加水分解 に よっ

て 生 じた 4−hydroxymethylphenylhydrazine を，以下

に示 す 方法 で 酸化 に よ りジ ア ゾ ニ ウ ム 塩 に 導い た の ち ，

ジ ア ゾ カ ッ ブ リ ン グ法
15）

に よ りア ゾ色素 とし て測定 した．

即 ち， 試料 1．Oml に 2NHCI 　 LOml を加 え，100℃

封管中に て 25 分間 加水 分解を 行 っ た後，100　mM 　 SeO2

1．Oml を 加 えて 3 分 間放 置 後 ， 0．3 ％ N −1−naphthyl ・

ethylenediamine ／ethanol 　1　 ml を 加 え，室温 に 20 分間保

ち ， 生成 した 色素 の 545　nm に お け る吸光度に よ り測定

した．本法に お ける 4−hydroxymethylphenylhydrazine

よ り生成す る ア ゾ色素 の 545nm に お け る モ ル 吸光係数

は，s＝2．．31　x 　10rで あ る．

　 6） GHA の 比 色 定 量

　GHA の 定量 は GHA の 酸加水分解に よ っ て生成する

4．hydroxyaniline を イ ン ド フ ェ ノ
ー

ル 色素に 誘導 し 測

定 した
14），即 ち ， 試料 1．Oml に 2N 苴 Cl　 1．Om 「 を加

え ， 100℃ 1時間の 加水分解後，5　％　phenol を含む 2．　5

NNaOH 　O，8ml と 2．5NNatCOa 　O．　4　ml を加 え て 室

温 に 30分間保 っ た後 ， 生成 した indopheno1 色素を 600

nm に お け る 吸光度に よ り測定した．本法に お ける indo・

phenol の 600　nm に お け る モ ル 吸 光係数 は ，　 e；2．15x

1伊 である，

　7）　加熱調理 条件 の 設定 と溶出率 の 測 定 法

　加熱調理 の 温度条件を 90℃ に 設定 し ， 媒体と し て 水

及び 1％食塩水を用 い た．各媒体 は あ らか じ め 90℃ に

予熱 し て 使 用 し た ．加熱条件下 で の マ
ッ

シ ュル ーム か ら

の Agari しine 及び GHA の 溶出率は ， 上述 の ス ラ イ ス
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マ
ッ シ a ル

ー
ム 中 の phenylhydrazine 及び aniline 誘導体 の 定量 と調 理 条件 下 に お け る 挙動

状 v
ッ シ ュル ーム 約 10g を，10倍容の 90℃ の 媒体 を

入れた ビ ーカー中に て，ウ ォ
ータ

ーパ ス 上 に て 湯浴 し，

所定時間 ご と に 溶液の
一部 （0．8−1．Oml ）を取 り出 し ，

溶出 さ れた 化合物を 上 述の 測定法 で 定量 した．ま た，子

実体に残存する Agritine及び GHA は ， 試料を 75 ％

エ タ ノ
ール に て ま砕抽 出 し，抽 出液を 上述の 方法に よ る

測定 に 供 した．

　8） 缶詰加工 され た マ
ッ

シ ＝ ル ーム 中の Agaritine及

　 　 　 び GHA

　 調 理 加工 品 の
一

つ として ，
V

ッ
シ ュル ーム 水煮 （ス ラ

イ ス ）缶詰の 1年及 び 3年保存品を用 い ，缶詰状態 に あ

る マ
ッ

シ ＝ ル ーム 中 の Agaritine及び GHA の 煮汁 へ

の 溶出量 と子実体 に お け る残存量を 測定 し た．

　3．　実験結果及び考察

　（1）Agaritine 及 び GHA の 比 色 定 量

　Agaritineの 酸加水分解 に よ っ て 生 じた 4−hydroxy ・

methylphenylhydrazine を ジ ア ゾ法
13）

を用 い て 測定 し

た時 の 検量線 を Fig．2 に 示 した ，本実験に 応用 した 測定

法 に お い て は ，
Agaritine　O．2 μmol まで の 検 量線 は 良

好 な直線性 を 示 し た ．また 標 if　Agaritine の 添加実験 に

お い て も ， 定量的 に 回収され る こ と が示 され た．な お，

本法 で 用 い た定量法 で は ， 遊離 ヒ ドラ ジ ン の み が ア ゾ色

素として 定量 され る．マ
ッ シ ュル

ー
ム に は Agaritine 以

外の 遊離あ るい は結合型の 芳香族 の ヒ ドラ ジ ン 化合物は

存在 せ ず ， 他の 夾雑物 の 測 定 値 へ の 影響は 無視 し うる．

　イ ソ ドフ
ェ ノ

ール 法
14）

に よ る GHA 定 量 の 検 量 線 は

Fig．3 に 示す よ うに 0．2 μ mol まで は 良 好 な直線性を

示 した．本法は フ ェ ノ ール （ある い は ア ン モ ； ア ）の 定

量法 と して 応用 され て い る方法 で あ るが ， ア ル カ リ性条

件下 で 直接 フ ェノ
ー

ル と反応 し て イ ン ドフ ェノ
ール 色素

を形成する化合物は マ
ッ

シ ュ ル ーム 中 に は存在 せ ず ， し

た が っ て 目的 とする GHA よ り遊離す る 4−hydroxyani・

1量ne を選択的 に 定量す る こ とが 可能 で あ り，他の 夾雑物

の 影響も無視 し うる．

　上 述 した Agaritine 及 び GHA の 定 量 法 は共 に 比 色

定量 に 必要 な発色団 の 安定性 ， 吸光係数 は 十分高 く， 定

量法 と して 満足す べ きもの で ある こ とが 示 された ．

　 （2） マ
ッ

シ ＝ ル ーム 中の 窒素の 存在状態

　Stage　2 の マ
ッ シ ュル ーム 新鮮重量 lg 当た りの 総窒

素量は 7．42mg を示 し，こ の 内 75％ エ タ ノ ール 可溶性

窒素 は 1，　68　mg で あ っ た．一
方 ， ア ミ ノ 酸分析計 に よ

り同定 ・定量 した ニ ン ヒ ド リソ 陽性化合物に 由来す る総

窒素量 は 1．40mg で あ っ た．また今回 の 実験 で，　 Aga・

1．5
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Fig．2，　Standard　curve 　of 　Agaritine　by　diazo−dye
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Fig．3．　 Standard 　curve 　of 　GHA 　by　indophenol　method

ritine 及び GHA 量 は ， 新鮮重量 lg 当た りお の お の

1．　64　Ptmol（0．438　mg ）及 び 3．16μmol （0．752　mg ） と

測定 された ．こ の 結果 は ， 両化合物に由来す る窒素 は ，

エ タ ノ
ール 可溶性窒素の 約 ll％ を 占め る こ と に な り，

マ
ッ シ ＝ ル ーム 中の 主要な含窒素化合物で あ る と共 に ，

そ の 特殊な構造か らも食品化学的見地か ら注目すべ き化

合物 で あ る こ とを示 し て い る．

　 （3） マ
ッ シ a ル

ーム 中 の 全遊離 ア ミ ノ酸 及 び Agari ・

　　　 tine ，　 GHA の 加熱調 理 条件下 に お け る溶出挙動

　 1） 遊離 ア ミ ノ 酸類 の 挙動

　90℃ 熱水中で の マ
ッ

シ ュ ル ーム か らの ア ミ ノ 酸関連

化合物 の 溶出挙動 を 検討 した ．Agar 量tine と GHA を 除

い た遊離 ア ミ ノ酸 43 種 に つ い て ， ア ミ ノ 酸分析 計 に よ

り測定 した 溶 出率は，全 て の ア ミ ノ 酸に つ い て ほ ぼ
一

定

し て お り，そ の 平均値 は ， 加 熱 10分後 で 66％，30 分

後で は 95％と，ア ミ ノ 酸類は容易に 加熱汁中へ 溶出 さ

れ る こ とが 示 され た．

　 2） Agaritine 及 び GHA の 溶出挙動

　 水あ る い は 1％食塩水中 に て 加熱 した マ
ッ シ a ル ーム

か らの Agaritine 及 び GHA の ， 溶液中 へ の 経時的な

溶出挙動を Fig．4 及 び Fig．5 に示 した．

　Agaritine の 溶出は Fig．4 に 示 した ご と く， 2 種の 異
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Fig，4．　 Ehtion 　 behaviour　 of 　Agaritine　 in　 H20 　 and

　　　　l％ NaCl　solution 　at 　90℃

＿○
− H20

，

一
σ
一 1％ NaCL

な る媒体に お い て ほ ぼ共通 の 挙動を示 し ， 子実体 中 の

Agaritine は，最初 の 10分間 で 速や か に 溶出が お こ り，

熱水中で は 69 ％ ， 加熱 1 ％食塩水中で は 66 ％ が 溶出 さ

れたが ， その 後 30 分まで の 溶出は 徐 々 に 進行 し ， 30 分

後 の 溶 出 率 は それぞれ 78％，71 ％で あ っ た．最初 の 10

分間 に お け る溶 出の 挙動 は，上述の 遊離ア ミ ノ 酸類の 溶

出挙動 とほ ぼ一
致す る が ， 30 分経過後 の 総溶 出量 は 他

の ア ミ ノ 酸類に 比較 し て 約 10％低 い 値を示 した．Table

1 に 30分加熱後 の マ
ッ シ ＝ ル

ー
厶 を ， 実験方法 で 述 べ

た抽出法に よ り抽出を 行 い ，残存す る Agaritineを 測定

した結果を 示 した ．ほ ぼ理 論値 の Agaritine が マ
ッ

シ ュ

ル ーム 中に 残存す る こ とか ら，加熱時 の Agaritine の 溶

出挙動 は ， 他 の 遊離 ア ミ ノ 酸類と異 な る こ とが 示 され た，

　GHA に 関 し て は ，
　 Fig．5 に 示 した ご と く熱水中で は

Agaritine と類似 した溶 出挙動を示 し ， 星0 分， 30 分後

の 溶出率は そ れぞれ 51％及 び 61％で あっ た．加熱 1％

食塩水中 に お け る溶出は ，熱水 に 比 べ て 非常に 速やか で

あ り， 10分間 の 加熱 で，溶 出 量 は最大 値 に 達 し，約 84

％ の GHA が溶液中に 遊離する こ とを示 した が，30分

後の 溶出量 は，10分後 の 溶出量 に 対 し て ， 見 か け 上 20

％ の 減少 を示 しtt．

　以上 の 結果 は，両化合物が他 の 遊離 ア ミ ノ 酸類 と同様

100

5Q

℃

2
器

言
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　 　 　 　 　 　 　 　 O　 　　　 10 　　　　 20

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 TintO〔而 1）

Fig．5．
　 　 　 　NaCl 　solution 　 at 　90℃
一〇− H20 ，一●− 1％ NaC1 ．

30

Elution　behaviour　 of 　GHA 　in　 H20 　 and 　 l％

に 比較的速やか に キ ノ コ の 組織 よ り溶出す る こ とを 示 し

て い る．しか し，Agaritineに 関 して は 30分加 熱後 も

不完全 な溶出結果 を示 した こ とは ，そ の 分布 に 局在性 が

あり ，
マ

ッ シ ュ ル ーム 組織 の 加熱変性 に ともない ， こ れ

らの 化合物が組織中に閉じこ め られ る もの とも考え られ

る．一
方 ，

GHA の 場合 は ， 1 ％食塩水 に お い て 加熱 10

分以後 の GHA の 見か けの 溶出量が減少す る の は ， 溶出

液が着色す る現象が観察 された こ とか ら，一旦 溶出 し た

GHA の 酸化 に よ る褐変 （重合）が進行し ， イ ン ドフ
ェ

ノ
ール 法 に よ っ て は 測定されな くな っ たもの と考えられ

る ．

　（4）マ
ッ シ ＝ ル

ーム 缶 詰 中 の Agaritine 及 び GHA

　 　 　 量

　 ス ラ イ ス した マ
ヅ

シ ュ ル
ーム の 水煮缶 詰 中 の Agari ・

tine 及 び GHA 量 を Table　2 に 示 した ．缶詰加工 工

程中 の 加熱処 理 に よ り，マ
ッ

シ ＝ ル ーム 中の Agaritine

及び GHA は 共 に 溶液中 に 溶 出され ， 3 年後に お い て も

一部分解されず に 残存す る こ とを示 した が，子実体中に

は ほ とん ど検出す る こ とは で きなか っ た，こ の 理由と し

て は ， 加 工 時に お い て 褐変防止 に 使用 され る還元剤 （ア

ス コ ル ビ ソ 酸等） の 存在が，両化合物の 分解 を抑 え て い

る もの と考え られ る．

Table 　 1．  aritine 　in　the 廿uidng 　b（鵬 be飴re　and 　after 　ooo   g

Condition 　　Agaritine

（Ptmoltg．f．w ．（％））

1｝efbre 　treatロncnt

After　trea恤 ent

　 at 　90°C ｛fer　30　min

Fruiti皿 g　bodies
Fruiting　bOdies

Soup

1．M （loo）

0，33 （20）

1．28　（　78）

弱 （468 ）
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Table　2．　 Determination　of 　Agaritine　and 　GHA

　 　 　 　 in　canned 　mushroom
串

Sample ・・a ・
Ag
盤 11，。，

　mF ）
　
HA

Fruiting　bodies

SoupFn

ゴt三ng 　bodies

Soup

乳

3

　 十

〇，見66

　 十

〇．139

0．276

0，132
＊ Sliced　 mushroom 血 water ，十 Detectable

，

− Not

det  table．

　 以上 の 結果 よ り考察す る と．マ
ッ シ ＝ル ーム 中の 特殊

な芳香族化合物類は，30分間 の 加熱調理 に よ っ て 約 80

％ は ，煮汁中に 溶出 さ れ る こ とが 明 らか とな っ た ．こ の

結果 は 橋 田 ら
6） が 観察 し て い る マ

ッ シ ュ ル ーム か ら の

Agaritineの 溶出挙動と も
一

致す る．また 食塩 の 存在 は

GHA の 溶出を 促進す る が ， 分解を も促進す る こ とが 示

され た．こ れ らの 事実か ら ， ゆ で 汁 を廃棄すれ ば ， こ れ

らの 化合物の 約 80 ％ は 除去 され，摂取す る機会 は ほ と

ん ど ない と考え られ る．し か し一方で，こ れ らの 化合物

は，キ ノ コ の 風 味に 直接関与す る こ とが 予想 され る他 の

ア ミ ノ 酸類 とも同一
の 挙動を 示す こ とか ら， 加熱調理時

の 煮汁の 除去 は，キ ノ コ 特有の 呈味性 の 保持 とい う点 に

お い て ， 適切な方法 で は な い と考え られ る．

　4 　要　　約

　 （D マ
ッ シ ＝ ル ーム （AgariCUS　bisP・rUS ）に 存在す る特

殊 な 芳 香 族 化合 物，γ
・L・glutamyl ・4−hydroxymethyl・

phenylhydrazine（Agaritine）と　r−L −gluthamyl −4・hy・

droxyaniline（GHA ）を定量す る 目的 で ．簡便 な比色法

とし て，ジ ア ゾ法及 び イ ン ドフ ェ ノ
ー

ル 法 を確立 し た ，

　（2）本実験 で 確立 し た ジ ア ゾ法 と イ ン ドフ ェノ
ー

ル 法

で 測定 し た Agaritine 及 び GHA は，新鮮重量 19 当

た りお の お の 1．　64　”mol （O．　438　mg ），3．16prnol （0．752

mg ）で あ っ た，

　（3）加熱調理条件 下 に お け る マ
ッ

シ ュ ル ー ム 中 の

Agaritine 及 び GHA の 90℃ 加熱下 で の 水及 び 1％食

塩水中へ の 溶出挙動を検討 した ，Agaritineは 両媒体中

に て ほ ぼ同一の 挙動 を示 し ， 10分間 で 約 60 ％ が速 や か

に溶出され ， そ の 後 30分間 の 加熱 で 約 80 ％が溶液中に

徐 々 に 溶出 し た ．GHA は 熱 水 中 で は Agaritinc と類似

し た挙動を示 し た が，食塩の存在は G 正｛A の 溶出を促進

す るが，一方で 分解を伴 うこ とが示 さ れ た ．30 分 の 加

熱に お い て も Agaritine は 約 20 ％子実体中 に 残存 した ．

また v
ッ

シ ュ ル ーム に含まれ る Agaritine，　GHA 以外 の

遊離 ア ミ ノ 酸を主体 とす る可 溶性窒素化合物 は ， 90℃ ，

30分 の 加 熱 で そ の 約 90 ％ が 溶出 され る こ とが 示 さ れ た．

　（4）市販 の マ
ッ シ ＝ ル

ーム 水煮缶詰 に お い て ， 3 年間

保存 し た 缶詰中の 溶液に も Agaritine及 び GHA が検

出され た ．こ の 事実は ，
Agaritine 及 び GHA の 分解が ，

加工 時に 使用され る還元剤 の 存在で 抑えられた た め と考

えられ る．しか し マ
ッ

シ ＝ ル ーム 本体に は，両化合物は

検出 され な か っ た．

　本実験に 際 し ， 徳島大学医学部栄養学科食品学講座 の

皆様 の ご協力を い た だ きま した．こ こ に 深 く感謝致 し ま

す．

　　　　　　　　　引　用　文 　献

1）Oka
，
　Y ．

，
　Ogawa

，
　T ．　 and 　Sasaoka

，
　K ．； A8ric．β塀 ．

　　Chem．
，
43

，
1995 （1979）

2）Oka
，　Y ．，　Ogawa ，　T ．　and 　Sasaoka ，　K ．： A8ric．　Bioi．

　　Chem．，44，1959（1980）
3）Oka，　 Y ．，　Tsuji，　H ．，　Ogawa ，　T．　 and 　Sasaoka

，
　 K ：

　　ノ
．
■Nutr，　Sci．　Vitaminol．

，
27

，
253 （1981）

4）Toth
，
　B．： Cancer　Res．

，
35，3693（1975＞

5）Toth
，
　 B ．

，
　 Nagel

，
　 D ．

，
　 Patil

，
　 K ．

，
　 ErickSon

，
　J．　 and

　　Antonson
，
　K ．； Cancer　Res，， 38 ，

177 （1978）
6）橋 田 ち せ ，林 和 夫 ，李 　 傑，芳 賀 佐 和 子，桜 井

　　美 代子 ， 清水 英 佑 ： 日 公 衛誌，37，400 （1990）
7）Ogawa ，　T ，，　Oka ，

　Y ．　 and 　Sasaoka
，
　K ．： P旗   加η2．，

　　23
，
684 （！984）

8）Oka，　Y ．，　Ogawa ，　T．　 and 　 Sasaoka，　 K ．： J．　 Nutr．
　　Sσi．Vitamiπ ol．

，
30，27 （1984＞

9）Ogawa
，
　T ．

，
　Oka

，
　Y ．　 and 　Sasaoka

，
　 K ．： Ph］tochem．

，

　　24
，
1837 （1985）

10）Hammond ，
　J．B ．W ．　and 　Nichols

，　R ．：　J．　Gen。　Micre．

　　biOl．
，
93

，
309（1976）

1且）Kelly
，
　R ．B ．

，
　Daniels

，
　E ．G ．　 and 　Hinman

，
　J，W ．： 」．

　　Org．　Chem．
，
27

，
3229　（1962）

12）AOAC ： Method　of　analy5is 　of　AOAC
，
13th　Ed ．，

　　14 （1980）
13） Levenberg，　B．：J．　Biot．　Chem．　， 239， 2267（1964）
14）Mieyal，　J．J．　and 　Blumer，　J．L ； 」．　Bioi．　Chem．， 251，

　　3442（1976）

（469） 41

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


